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  管理№

指定管理者 山形県漁業協同組合

（電話番号） （023－630－3298）

1 仕様書等に沿った管理･運営業務の履行状況

評　価 ≪評価の理由≫

B

・包括協定書及び仕様書に沿って、おおむ
ね適正に管理、運営が行われている。
・利用者団体との連携・調整に努めてお
り、利用者間及び漁船所有者とのトラブル
なく運営が行われた。
・利用申請待機者の順番に誤りが生じてし
まい、待機者から県に対して苦情が寄せら
れたものの、その後、指定管理者と利用者
団体側において調整を行い、不利益を被っ
た待機者に対して適切に対応している。

② 管理･運営上の
課題、問題点
（改善すべきこ
と）

課題、問題点へ
の今後の対応

2 利用者からの要望等への対応

① 評　価 ≪評価の理由≫

B

・利用者からの意見・要望の把握に努めて
おり、適切に情報共有を行っている。

意見･要望等へ
の今後の対応

3 指定管理者制度活用の効果

① 評　価
≪評価の理由≫

B

・包括協定書及び仕様書のとおり定期的に
見回りを行っており、施設の不具合等の早
期発見に務めている。

② 評　価
≪評価の理由≫

B

・事務経費の節減に努めている。

③ 評　価
≪評価の理由≫

B

・施設利用者、地元漁業者及び地元住民と
の調整が図られている。

【評価指標】
：仕様書等に定める水準を上回っている等、優れた対応がなされている。

：概ね適正に実施されている。

：部分的に改善等を要するところがあるが、既に対応済み又は対応見込みである。

：仕様書等に定める水準に達しておらず、大いに改善を行う必要がある。

注）検証項目については、施設の特性等に応じて適宜追加することができるものであること。

令和3年4月1日　～　令和4年3月31日

指定期間 令和3年4月1日　～　令和8年3月31日
県担当課 農林水産部水産振興課

検証項目

・管理運営業務において、包括協定書、仕様書及び年度計画書に基づき、おおむね適正に実施されている。
・利用申請待機者について、順番を誤るなど一部不適切な対応があったものの、その後施設内で調整を行うことに
より、不利益を被った待機者に対して適切に対応している。
・施設利用者と地元漁業者が協調した施設利用に努め、サービスの向上を図っており、今後も安定した施設運営が
期待できる。

サービスの
向上

経費の節減

Ａ

指定管理者制度導入施設の管理運営検証結果【検証シート】

施設の名称
漁船以外の船舶が使用することができる由良漁港の
白山島船揚場及び堅苔沢漁港の船舶保管施設

所在地

検証期間

鶴岡市由良・堅苔沢

管理･運営業務
の履行状況

指定管理者による自己検証 県(施設所管課)による評価･検証

・包括協定書及び年度協定書に基づき、適正な管理
に努めた。
・利用者団体（堅苔沢マリーナクラブ）との関係を
良好に保ち、情報の共有を図った。

Ｄ

意見･要望等及
びその対応状況

・由良漁港白山島船揚げ場について、港内の漂砂に
より船の入出港に支障をきたしている状況が長く続
いた。月ごとの点検表にも状況を記載しているが、
利用者からのクレームもあり、早期の対策をお願い
したい。

・施設の修繕にあたっては、限られた予算の中で必要性及び優先順位を見極めながら、計画的に修繕を行ってい
く。
・由良漁港白山島船揚げ場の堆砂については、当該地の地形等の状況から浚渫による対応は難しいため、保管場所
の移動等、利用者と意見交換を行い関係者間で調整を図っていく。

総合的な評価

①

その他(地域の
活性化、雇用の
確保等)

・遊漁船登録の船舶の施設使用については、今後、県と指定管理者、関係団体にて今後の方策について、引き続き
検討していく。

Ｂ

Ｃ

・使用者から遊漁船登録した船舶の許可の可否につ
いて意見があり、県との協議により許可条件を見直
し、令和４年度の使用許可事務を行ったが、遊漁船
登録の船舶の使用には課題もあることから、今後の
方策について引き続き検討を行う。

・利用申請待機者について、堅苔沢マリーナクラブ
との情報の行き違いにより順番に誤りが生じ、待機
者から県に対し苦情が寄せられた。

≪課題等の原因分析≫

・遊漁船登録の船舶の施設使用については、課題を整理しながら、
引き続き検討を行っていく。

・利用申請待機者の順番の誤りについては、施設利用申請時の指定
管理者側の情報不足等の課題があったことから、今回の課題を整理
し、今後の事務でそのようなことがないように適切に対応してい
く。

・経費の節約に努め、委託金額内で適正に業務を
行っている。

・施設管理を地元漁業者団体が行っていることで、
利用者と漁業者はじめ地元住民との距離感が近くな
り、良好な関係が保たれている。
・漁業者や利用者が年２～3回施設周辺を清掃活動を
行っており、良好な環境が保たれている。

・施設を週1回程度点検を行うことで、施設の不具合
等の早期発見が可能となっている。


